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事前申し込み等不要 

その日来た人は 

          みんな 仲間！ 
---------------------------- 

キャンピングカー 

亀山市まちづくり推進会議

（新市誕生により解散）の

皆さんの手により監修され

た小冊子「亀山の地域に残

る伝統行事」が発刊されま

した。全18編の充実した内
容です。この労作をより多

くの皆さんに末永く見てい

ただけるよう電子化しホー

ムページを製作中です。 

あたたかい陽光をあびて坂本ミツマタまつり開催 

ようやく寒波も去った3月２7日、野登山の麓、では早春のシンボル、ミツマタ
の群落が花開きました。例年より開花が遅く一部では5分咲きでしたが天候に恵
まれ家族連れで群生地までのハイキングを兼ねる皆さんが目立ちました。日当

たりのよい川原で満開のミツマタの花の下、お弁当を広げて楽しそうでした。 

また坂本農村公園では棚田保存会の皆さんがテントを張り餅つきや味ご飯、ト

ン汁を用意して来訪者にふるまってくださいました。 

天候に恵まれ亀山城さくら祭り 

まだお城の桜は、つぼみの4月3日、恒例の亀山城桜祭りが開催されました。 
心配していた天候も予報に反して晴れ渡りみんなの心意気が雨を吹き飛ばしたかの

ようでした。テントの設営等準備から市民手づくりの祭りです。 

会場には20近くのブースが並び食べる、見る、楽しむの場となり、盛り上がってき
ました。ステージでは子どもたちの合唱、大正琴の演奏、太極拳やマジックショー

が続きます。イベントが終わりに近づく頃には、つぼみも開きだしました。 

バリアフリーダンスを披露するピュアハート 

花は無くてもみんな楽しそう。 

左：川原のミツマタは開花が

早く育ちもいいようです。 

 

下：エコイベントらしく 

  鈴鹿川の魚類も展示 
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きらめき亀山２１ 市民交流の日   ３月２１日 
                 「市民交流会を終えて～話し合いから実践へ」 

参加者からの意見 
 

・まの組に入って交流した。地域で高齢者を支えていくためにどうしたらよいか話し合った。 

・交流会には参加していないが、毎月２１日に来るようにしている。 

・４回目で感慨深い 

・２回目である。展示と話し合いを分けたほうが良いと思った。 

・２回目である。４つのグループの話し合う声が聞こえて聞きづらい点があった。 

・関の方との交流が良かった。 

・４回目である。あいさつが交流といったが、取り上げられなかった。司会者によってすすめ方が違う。参加者

の声をもう少し聞くべきである。市長・助役は毎年来てくれて励みになる。 

・2回目である。発表会が非常に良かった。なかなかまとめるのは難しいと思う。 
 交流して、各旧市町がより身近な存在になったと思う。 

・挙がった課題をベースにして、もっとざっくばらんに議論して、これからのまちづくりにつなげたかった。団

体の報告会の要素が強くなって、ひとりひとりが意見を言っていく機会が薄れた。毎月２１日も含めて、自由に

意見を言える「場」にしないといけない。多文化共生を視野に入れ、今後活動していきたい 

・毎回趣向を変えてやっている。1回目は思いを語ったが、来年第6回は、消火不良である話し合いをもう少し煮
詰めたい。 

・5回の交流会に参加しているが、裏方が多く、話し合いに参加する機会が少ない。途中から入りにくい雰囲気が
あった。もう少し人数を増やしたい。展示グループには動員のようになるが、5人から10人出して欲しい。 
・広範囲な活動者が集まりが、活動報告と話し合いが混在して消化不良になった。分科会を別の教室で行うよう

にしたらどうか。体育館は、活動報告の場に徹底した方が良いと思った。 

・１回ごとにやり方を工夫していただいている。課題をとりあげて、解決の方向へ当日ある程度もって行くこと

が必要ではないか。 

・テーマが漠然としていた。テーマをしぼっていくことが必要かと思われる。 

   関の踊りと亀山の踊りをそれぞれが覚えあっていくのが良いのではないか。 

・課題を受けるネットワークの受け皿が必要だと思う。 

・地域が大きくなったので、お互い紹介できるような交流会にしていくべきではないかと思う。 

・今回は合併があったので、まち合わせ力あわせ広がる亀山というテーマになったが、２回目で教育ボランティ

アを発足しかけたが、だめになった。今回の交流会でも課題が挙がっているので今度こそプロジェクトをたちあ

げられたらと思う。挨拶運動であれば老若男女問わずできるのではないか。 

 

参加者それぞれの自由意見 
・安全をテーマにするなら、関係団体と一緒にやっていく必要があるのではないか。 

・グループ単位で考えると無理がある。 

・老人クラブ、ＰＴＡなど既存の団体がすでに課題にやっている。 

・発表にとらわれすぎて、これ以上つっこんで話をしていない。 

・行動をおこすためには、参加した方を入れた話し合いを持ちたい。 

・誰かがもう少しまとめて、行動できるものを見つける。 

・４つをジャンルでまとめるべきである。例えば１２個に分けて月１度テーマにする。 

・まず、課題を列挙して、その中から亀山として取り組むべきことを探し、それを月１回なり、１年単位で行う

なりして、じっくり考えている。 

・知り合う、知ってもらうがキーワードになったのではないか。 

・毎月１日の企画会議でまとめて、来月もう１度取り組むべきである。 

・報告書と模造紙をまとめるのではなく、行動におこせることを探す。言いっぱなしではなく、実践に移行す

る。これをまとめがてら１日の企画会議で行う。 

・企画会議の代表は園田・浅田が代表であるが、４月１日には代表が決められる。 

・実際に具現化していくために今後話し合いを続けていく。 

・交流会に参加しているのは、団体ではなく市民の１人である。 
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半世紀の眠りからよみがえる安楽古道 

ほぼ林道（車道）に 

沿って続く古道 

石水渓キャンプ場から約

2時間の歩行で県境の安
楽峠に至る。 

はるか数百年以前から1960年頃まで安坂山地区池山と滋賀県土山の山女原（あけんばら）を結ぶ地域の生活
道路として使われていた古道がありました。土山のお茶畑の出稼ぎに、親戚付き合いに、炭焼きの作業道に、

行商人の行き来に使われていたそうです。約40年前に車道ができてから忘れられ笹に覆われていました。 
昨年秋には有志により笹も刈られ今では、比較的容易に歩くことができます。 

途中には往時をしのぶ道標や美しく自然のままの、なめ滝もあります。車道に、つかず離れずで平行している

ので疲れたら容易に引き返すこともでき高齢者や幼児連れの安全なハイキングにも利用できます。 

昨年の秋に続き、4月16日第2回目の「安楽古道を歩こう」が行なわれました。 
往時を知る高齢者3名も参加され農作業等で鍛えられた脚で40数年ぶりに懐かしい古道を歩きました。 
堰堤工事でやむなく消え去った部分もありましたが多くの部分は残っていて往時をしのぶことができます。 

案内いただいた石田さんから昔の暮らしの様子をうかがい、清流のほとりでおいしい昼食としました。 

帰りの林道からは尾根を一面に白く染めるコブシの花が今を盛りと咲き誇っていました。 

これが旧道だ 

古道滝と命名しました 

安楽越をオーストラリアからの45名が自転車で走行 5月9日に 
愛知万博に合わせ、オーストラリアのサイクリスト45名が、愛知万博会場から広島まで、
自転車で走ることになりました。立ち寄る各地の方々と友好を深めながら『地球環境の保

護』に関するメッセージを携えて走るという計画です。このコースの2日目、5月9日（月）
には、四日市市から大津市まで走ることになっています。コースは安楽越を通ることが決

定しました。ルートは以下の通りです。平日ですが歓迎いただける方は安楽越林道に行き

ましょう。 

四日市→ R1→ R44→R306出合→安楽川手前交差 点→R637&R302→安楽峠(林道・東海自
然歩道)→道の駅「あいの土山」→ 旧東海道→R1→ 栗東→瀬田→ 大津市役所 



今後の行事予定  

編集作成：「きらめき亀山２１」企画会議  

この月刊新聞は毎月21日の交流会に配布され市役所市民活動コーナーや各公共施設でも入手できます。 
EMAIL amani@helen.ocn.ne.jp  ホームページ http://www6.ocn.ne.jp/~kameyama/kirameki/ 
市民ネット http://www6.ocn.ne.jp/~kameyama/ マッホー亀山http://www.za.ztv.ne.jp/qtuh7aip/shimin/ 
｢きらめき亀山２１｣メーリングリスト １００名以上の参加者です。携帯でもOK  
加入は｢きらめき亀山２１｣ＨＰより。または｢きらめき亀山２１｣広報伊藤までご連絡ください。 

イベント名 日時 場所 補足 

関の町並み保存会  

公開講座 

4月２2日（金） 

19：30～ 
関玉屋  

ねこの館開店準備説明会議 4月２3日（土） 

13：30～ 

ねこの館予定場所  

｢きらめき亀山21｣企画会議 5月1日（日） 

19：30～ 

市役所3階 5月21日市民交流の日の準備 

自然を愛する会 5月4日（水） 

19：00～ 

あいあい  

招き猫の会定例会 5月9日（月） 

19：30～ 

市役所 ねこの館オープン準備 

KIFA国際交流の会定例会 ５月10日（火） 

19：30～ 

市役所  

亀山市男女共同参画推進講座 

企画会議 

5月11日（水） 

13：30～ 

市役所 新メンバー募集中 

問合せ先：84-5007（市民課） 

鈴鹿川・井尻頭首工魚道説

明会 

５月１４日（土） 

10：00～ 
現地  

ぽっかぽかアート教室 5月15日（日） 

10：00～ 
あいあい 

生きがい工作室 

 

無料パソコン相談 5月18日（水） 

10：00～17：00 

市民活動コーナー だれでも相談におこしいただけます 

ぽっかぽかお菓子作り教室 

（パン教室） 

５月１9日（木） 

9：30～14：00 
あいあい  

宿場の賑わい復活一座 

定例会 

５月１９日（木） 

19：30～ 

市役所  

ぽっかぽか定例会 ５月20日（金） 

19：30～ 
あいあい  

子育て支援「かめのこ」 

定例会 

5月20日(金) 

10:00～12:00 

児童センター2階 

会議室 

 

定例市民交流の日 5月21日（土） 

19:30～21:30 

市役所３階 

大会議室 

テーマは、5月上旬「きらめき亀山２１」

ホームページでお知らせします 

「きらめき亀山２１」新聞も次号で５０号になります。 
2001年４月から毎月欠かさず21日に発行されてきたこの新聞も次号で50号です。不慣れな中で始めたこの企
画も今では、すっかり定型業務になりました。それには皆さんからのEメールによる原稿や活動報告が欠かせ
ません。今後もよろしくご支援ください。なお、この新聞の特徴として電子版も同時発行しています。 

ネット上でバックナンバーも、すべても見ることができます。 

http://briefcase.yahoo.co.jp/kiralibrary21 


